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創立以来、東京大学が全学をあげて推進してきたリベラル・アーツ教育。その実践を担う現場では、いま、次 に々
新しい取組みが始まっています。この隔月連載のコラムでは、本学の構成員に知っておいてほしい

教養教育の最前線の姿を、現ーツ教育。の





column cornerno.1538 / 2020.9.24

8







　総合図書館では、2018年にインターネット
公開を始めた「田中芳男・博物学コレクション」
に、このほど9点の資料を追加しました。追加
した資料には、日本各地の農産物や生産品など
を一枚に図解した「教

おしえぐさ

草」や、日本全国のスル
メに関する資料となる「鯣

するめじょう

帖」を含みます。「鯣
帖」は、全国各地のスルメの搨

とうしゃず

写図（フロッタ

　8月7日、理学系研究科附属臨海実験所（三
崎臨海実験所）で教育棟の完成披露式典が行わ
れました。新棟は、旧水族館と記念館（旧本館）
という歴史的建物の伝統を引き継ぎ発展させる
ことを目指して建設されました。「海のショー
ケース」と名づけられた1階展示室には、旧建
物で利用・保存されていた標本や物品を展示。

ージュ）を大量に収録し、イカの名前、産地、
出品者、日付、大きさ、重さ、特徴などの説明
が付されたものです。「田中芳男・博物学コレ
クション」は、江戸末期から大正初期に至るま
での時代の息吹を伝える貴重な資料です。利用
目的を問わず、特段の手続きなく自由に利用す
ることが可能です。どうぞご利用ください。

入口には記念館時代の銘板が移設されています。
相模湾から採集された海洋生物を間近に見られ
る水槽コーナーや、地元の高校等との連携で進
む三浦真珠プロジェクトに関連した展示もあり。
学生の実習や国内外の研究者との共同研究の場
として、そして地元コミュニティや産業界との
連携拠点としての発展が期待されています。
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